
        

ふりがな  やまなしけん けんどせいびぶ としけいかくか 
応募者名  山梨県 県土整備部 都市計画課 
ふりがな  こうふえきみなみぐちえきまえひろばさいせいびじぎょう 

事業の名称  甲府駅南口駅前広場再整備事業 
ふりがな  やまなしけん・こうふし 
事業主体  山梨県・甲府市 
ふりがな  やまなしけんこうふし 

実施都市名  山梨県甲府市 

事業概要 
（400字以内） 

 甲府駅南口駅前広場は、県の玄関口にふさわしい街並みとするため、再整備のコンセプトを「歩行者にやさしい 
県都の風格が感じられる広場づくり」とした。事業概要としては、効率的な空間利用を実現するため、交通空間の再
配置、ロータリーの見直し等を行い、歩行者空間や修景（環境）空間の拡充を行うため、以下の内容を実施した。 
◆整備内容 
①歩行優先の空間づくり → 歩行者空間を確保した上で、駅正面に広場を整備。ユニバーサルデザインにも配慮。 
②安全な交通動線の実現 → 一般交通と公共交通の分離を行い、タクシー配車をショットガン方式として再整備。 
③駐輪場・駐車場の整備 → 自転車や送迎用車両のため、地下駐輪場・一般車ロータリーを整備。 
④緑豊かな空間づくり → 歩行空間を植栽やベンチ等で充実させ、歩行者が憩うことのできる空間を整備。 

事業規模 
○事業延長：Ｌ＝９３ｍ ○幅員：Ｗ＝３６ｍ  （面積 Ａ＝１２,２００ｍ） 

○事業費：約２３億円 ○事業期間：平成２５年度～平成２９年度 

事業の目的 

 整備前の甲府駅南口駅前広場は、一般車やバス・タクシーなど車両優先の空間が大部分を占めており、歩行者に
とって「目的地へ遠回りを強いられる」「歩行空間が少なく危険」「混雑した車両や看板等で圧迫感がある」など利便
性や安全面、景観面での課題があった。再整備に際しては、美しい自然に囲まれた山梨の玄関口であり、訪れる人
を優しく迎え入れる公共交通の結節点として、もてなしの心と山梨らしさが感じられる空間づくりを目指した。 

事業効果 
（効果一覧を参考に 

具体的な効果を記入） 

・生活利便性の向上・・・駅からバス・タクシーへの移動を歩道のみで可とし、安全性や乗り換え等の利便性向上。 
・流通、交通の活性化・・・周辺道路へのアクセスを容易にし、近隣地域や中心市街地の活性化を促した。 
・交通の安全の確保・・・一般交通と公共交通を分離し、明確な動線とすることで、輻輳のない交通を確保した。 
・需要の増加・・・広場機能を整備し、多様なイベント等を開催可能とすることで、集い・賑わいを創出した。 

地元対応等 
 ・地域住民との協働等 
 ・合意形成等を図ったか 
 ・地域に配慮した点 

○整備計画の元となった「甲府駅南口周辺地域修景計画」では、地元住民・学識経験者等の検討委員会や意見
交換会、来訪者や地元へのアンケート、学生によるワークショップ等を実施。（平成２２年７月～平成２４年３月） 
○駅前広場の設計に伴い、都市景観や環境色彩分野に関する有識者の立場から、客観的かつ論理的に設計案

を評価してもらい、景観に配慮した広場となる様に「デザイン審査会」を実施。（平成２６年３月～平成２８年１０月） 
○甲府駅南口駅前広場は段階的に整備・供用を行い、整備全体が完了したタイミングで「甲府駅南口駅前広場

オープニングセレモニー」を開催し、全面供用を開始した。（平成２９年８月） 2 
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事 業 位 置 図 
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都市計画図(用途地域図) 
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断面図 
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路線全体の進捗状況 
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県道 甲府韮崎線 
Ｌ＝４３０ｍ、Ｗ＝３６ｍ 
平成３０年度 整備完了予定 

市道 舞鶴公園北通り線 
Ｌ＝４４１ｍ、Ｗ＝１１ｍ 
平成２８年度 整備完了 

県道 甲府駅南通り線 
Ｌ＝５１０ｍ、Ｗ＝２０ｍ 
平成２９年度 整備完了 

ＪＲ中央線 
【甲府駅】 ＣＥＬＥＯ甲府店 

山交百貨店 



事 業 前 写 真 

7 
第31回全国街路事業コンクール応募資料 

（１）駅前広場全体  
   →一般車・公共交通の混在した交通動線 

平成２５年１０月撮影 

（２）南口正面（タクシープール）  
   →待機車両による雑然とした雰囲気 

（３）ＪＲ甲府駅から南口方面  
   →標識や看板で圧迫感のある景観 

（１）駅前広場（公共交通ロータリー）          駅前広場（一般車ロータリー） 
   →一般交通と公共交通の空間を分離し、明確な動線とすることで、輻輳のない交通動線を実現 

（２）南口正面（タクシープール） 
   →ショットガン方式による待機車両の削減 

（３）ＪＲ甲府駅から南口方面  
   →緑豊かで開放感のある景観 

  信玄公像広場 
   →水盤施設等の設置による景観の向上  

  地下駐輪場 
   →違法駐輪の根絶、駅利用者の利便性向上 

平成３０年１１月撮影 

平成３０年８月撮影 

平成２４年５月撮影 

平成３０年６月撮影 

平成２５年１０月撮影 平成３０年６月撮影 

平成３０年１１月撮影 

事 業 後 写 真 
平成３０年１１月撮影 平成３０年１１月撮影 



駅とバスの乗り換え時に車両と歩行者が交差 
 ⇒公共交通ロータリーで車両・歩行動線を分離 
               
      駅・バス間における動線 

   歩行者空間のみで乗降可能 
 

歩行者や車いす利用者等の周辺施設への迂回軽減 
 ⇒斜行式エレベーターの設置、歩行動線の直線化 
                  
       駅から主要道路（甲府韮崎線）まで 

  最大３分短縮（約２３０ｍ⇒約１５０ｍ） 
 

歩道幅員が減少し、通行の支障となる 
 ⇒地下駐輪場の整備・駐輪規制条例の策定等 
               
   地下駐輪場（約９００台）等により 

  広場内違法駐輪 ０台 
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１．安全な交通動線の確保 

２．違法駐輪の根絶 

３．駅前広場から周辺への移動円滑化 

車道と歩道が交差（整備前） 乗降場まで歩道のみ（整備後） 

幅員が大人２人分のみ（整備前） 

同じ動線で多種の移動方法（整備後） 

甲府駅南口駅前広場再整備事業の事業効果アピール資料 ① 

十分な幅員の確保（整備後） 

エレベーター エスカレーター 階段 

～歩行者に優しい空間づくり～ 

駅から一直線の歩道(整備後・整備前) 

南口改札 



 憩い・賑わいを生み出す場を整備 
  ⇒利用者・来訪者の増加や賑わいの波及 
 
     人が集う広場として 

 イベント等の利活用が可能 
 

甲府駅南口駅前広場再整備事業の事業効果アピール資料 ② 
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～まちづくり・賑わいの創出～ 

４．甲府駅・周辺利用者の増加 

５．駅前広場の利活用 

17,209  

16,222  

18,525  

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

14%上昇 

イベント状況 ① イベント状況 ② 

歩行者量の推移 歩行者の様子（整備後） 

駅前広場の整備後、駅周辺の歩行者量が増加 
 ⇒中心市街地や周辺施設等の活性化 
 
    １日あたりの歩行者量の増加 

   １４％上昇 
  （約１６,０００人 ⇒ 約１８,０００人） 
 



受賞歴・報道資料 
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２０１７年８月１０日 
山梨日日新聞 掲載 

２０１７年８月５日 
山梨日日新聞 掲載 

２０１７年８月９日 
完成セレモニー テープカット 



受賞歴・報道資料 
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２０１８年２月１６日 
山梨日日新聞 掲載 

２０１８年２月１５日 
竣工セレモニー テープカット 
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